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※第７回配布資料：地域から寄せられた意見（１件）、通学安全・これまでの統合前後の取組についてなど 
 

 

 

 

 
               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

藤野地区では、藤の沢小学校の小規模化による課題の解決等のため、

令和５年３月より「学校配置検討委員会」を設置し、検討を進めており

ます。 

発行元：藤野地区学校配置検討委員会事務局 
(札幌市教育委員会生涯学習部学校施設課学校配置マネジメント担当) 

藤野地区学校配置検討委員会ニュース 

第７号 

2024 年 10 月発行 

  この度、令和６年９月 10 日に第７回学校配置検討委員会を開催いたしました。検討状況につ

きまして、地域の皆様へお知らせしますので、是非とも多くのご意見をお寄せください。 

【協議内容】 

・ これまでの協議内容を振り返るとともに、今後の主な協議事 

項として「通学安全」が挙げられることを確認した。 

協議事項１ 検討結果（経過）の確認及び今後の協議事項について 

検討委員会の開催概要は札幌市教育委員会のホームページにも掲載しています。 

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/fujino.html 

協議事項２ 通学安全について 

【協議内容】  

・ 通学路として想定される道路の危険箇所について協議を行った。 

資料３ 

（★） 

資料４ 
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青線徒歩ルートについて 

⇒【委員】 

・ 冬場の歩道幅の確保のため、土木センターなどと協議をしていく必要がある。 

・ 道路の拡幅は難しいとしても、改善策の要望はしていくことになると思う。 

藤野通の交差点（★）について 

⇒【委員】 

・ 過去の経験上、信号機の設置は非常に難しいが対策案について考えていきたい。 

・ 住宅街の道路を通学路にすると、児童の声がうるさいなどの苦情につながること

もあり、悩ましい。 

その他 

⇒【教育委員会】 

・ 担当する機関、部署は、地域の考えを重視していることが多いので、「通学路交

通安全プログラム」という仕組みを活用するなど、地域や学校、関係部署が一体

となって考えていく必要があると考えている。 

・ また、担当部署の側からすると、意見書の提出後など、取組が一定程度確実な状

況にならないと正式に検討できない場合もある。 

⇒【委員】 

・ 意見書提出後における通学安全に関する動きも見据え、通学安全について、検討

委員会としての意見を整理するため、引き続き検討していきたい。 

【協議結果】 
〇今後も継続して協議を行い、通学安全に関する要望内容や対策案などに対する検討委

員会としての考えをまとめる。 

●見守り活動を行う中で交通量が多い道路だと感じた。ただし、藤野通へ迂回したとして

も、通学距離の関係からこのルートで通う児童は一定数いるものと想定される。 

 

●横断歩道がなく、石山通に出る抜け道となっているため車のスピードも速い。また、勾

配もあり、凍結によりスリップする車を見かけるなど、危険に感じることもある。 

●大人も頻繁に利用する交差点なので、信号機を設置することはできないか。 

●通学安全に関する事項について、教育委員会などの行政から要望できないか。 

意見・質疑応答の概要 

   ※類似の発言内容をまとめるなど文言を整理して掲載しています。 

※「●」・・・委員からの意見、質問等 

※「⇒」・・・委員、札幌市・教育委員会職員からの説明、回答等 
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●保護者アンケートの解消されていない「心配なこと」の具体的な内容について知りたい。 

 

 

 

 

 

協議事項３ これまでの統合前後の取組について 

【協議内容】  

・ 統合前後の学校生活について、過去のアンケート結果や、取組例を踏まえて

協議を行った。 

⇒【教育委員会】 

・ 通学や人間関係など多岐にわたると認識している。アンケート結果や学校からの

情報により、児童の多くは新たな環境に比較的すぐ慣れ、楽しく学校生活を送る

ことができていると捉えている。児童が元気に通学する姿を保護者に見てもらう

ことが、心配の解消に向けて重要だと考えており、今後の取組においても学校と

ともに児童が楽しく学校生活を送ることができるよう努めてまいりたい。 

●新しい小学校にはなれましたか 

 

児童へのアンケート 

保護者へのアンケート 

●（開校前に心配なことがあったと答えた保護者について）現在、その心配は解消さ

れましたか 

 

※開校前に心配なことがあったと

答えた保護者の割合：53.5％ 

資料５ 

石山緑小 

アンケート

全文 

石山緑小 

アンケート

概要版 

～石山緑小アンケートより抜粋～ 

意見・質疑応答の概要 

   ※類似の発言内容をまとめるなど文言を整理して掲載しています。 

※「●」・・・委員からの意見、質問等 

※「⇒」・・・委員、札幌市・教育委員会職員からの説明、回答等 
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●次回の検討内容について 

 

 

 

次回の検討委員会について                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤野地区学校配置検討委員会事務局 

▶札幌市教育委員会生涯学習部学校施設課（学校配置マネジメント担当） 

▶電話：011-211-3836 FAX：011-211-3837 

▶E-mail：gakkokibo@city.sapporo.jp 

ご意見、ご質問は、下記事務局までお寄せください。 

▶第７回検討委員会の振り返り 

▶地域や保護者の皆様から寄せられたご意見等の紹介 

▶現時点における意見書案について 

▶その他、当日協議を行う必要があるもの 

次回（第８回）検討委員会の議題（予定） 

さっぽろ市 

02-S01-24-2165  

R6-2-1432  

▶会 議 名    第８回 藤野地区学校配置検討委員会  

▶開催日時   2024 年(令和６年)12 月 10 日火曜日 18 時 00 分～19 時 30 分 

▶開催場所   札幌育児園（南区藤野６条２丁目 427 番地４） 
※検討委員のみが参加する会議のため、一般の方は入場できません。内容は後日ニュースレターやホームページでお知

らせいたします。また、日程は都合により変更となる場合があります。  

その他 

⇒【委員】 

・ 統合決定後の両校の協議の中で決まっていくことになるが、その意見も参考に検

討すべきと考える。 

⇒【教育委員会】 

・ 次回は意見書案の内容について、協議をしたいと考えているがどうか。 

⇒【委員】 

・ あくまでも現時点での意見書案という形で協議するということであればよい。 

⇒【委員】 

・ 実際の児童の様子としても、９割程度の児童は楽しく学校生活を送り、行事につ

いても最初から全力で取り組み、盛り上がっている姿を目にしてきた。 

 
●統合した場合、PTA 組織や活動内容等の状況はどうなるのか。藤の沢小には地域開放図書

館があるが、開放司書の方々の間では、後任探しが難しく退任しづらいという声がある。

設置を検討するのであれば、その点を踏まえて慎重に結論を出してほしい。 

 


